
(57)【要約】

本発明は、電子式陰茎動脈血流増進器に関し、より詳し

くは、小型で携帯が容易であり、電子式で陰茎筋肉の膨

脹及び収縮運動を実施することにより、海綿体の血流運

動を活発にさせ、つまった血管を通して陰茎を膨脹及び

収縮させることができる携帯用電子式陰茎動脈血流増進

器に関する。本発明は、本体部２と、本体部２の内部に

形成され、吸気弁口１２及び排気弁口１４を通じて空気

を移動させるようにポンピング作動するピストンポンピ

ング部６と、ピストンポンピング部６の吸気弁口１２に

連結され、空気を吸入させるように流路を変更させる第

１電子式３方向切替弁１０と、ピストンポンピング部６

の排気弁口１４に連結され、吸入された空気の流路を変

更させる第２電子式３方向切替弁２０と、第１電子式３

方向切替弁１０及び第２電子式３方向切替弁２０によっ

て作動する、陰茎嵌入ホール４２及び陰茎シール部４０

を有する円形増進管３０と、第１電子式３方向切替弁１

０、第２電子式３方向切替弁２０及びピストンポンピン

グ部６を制御する中央制御部とで構成された特徴がある

。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 本 体 部 ２ と 、
　 本 体 部 ２ の 内 部 に 形 成 さ れ 、 吸 気 弁 口 １ ２ 及 び 排 気 弁 口 １ ４ を 通 じ て 空 気 を 移 動 さ せ る
よ う に ポ ン ピ ン グ 作 動 す る ピ ス ト ン ポ ン ピ ン グ 部 ６ と 、
　 ピ ス ト ン ポ ン ピ ン グ 部 ６ の 吸 気 弁 口 １ ２ に 連 結 さ れ 、 空 気 を 吸 入 さ せ る よ う に 流 路 を 変
更 さ せ る 第 １ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 １ ０ と 、
　 ピ ス ト ン ポ ン ピ ン グ 部 ６ の 排 気 弁 口 １ ４ に 連 結 さ れ 、 吸 入 さ れ た 空 気 の 流 路 を 変 更 さ せ
る 第 ２ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 ２ ０ と 、
　 第 １ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 １ ０ 及 び 第 ２ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 ２ ０ に よ っ て 作 動 し 、 陰 茎 を
膨 脹 及 び 収 縮 さ せ る 陰 茎 嵌 入 ホ ー ル ４ ２ 及 び 陰 茎 シ ー ル 部 ４ ０ を 有 す る 円 形 増 進 管 ３ ０ と
、
　 第 １ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 １ ０ 、 第 ２ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 ２ ０ 及 び ピ ス ト ン ポ ン ピ ン グ 部
６ を 制 御 す る 中 央 制 御 部 と を 含 む 携 帯 用 電 子 式 陰 茎 動 脈 血 流 増 進 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 円 形 増 進 管 ３ ０ は 、 １ ８ ０ 秒 間 に １ ０ ０ ～ １ ４ ０ 回 膨 脹 及 び 収 縮 作 用 が 繰 り 返 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 携 帯 用 電 子 式 陰 茎 動 脈 血 流 増 進 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 円 形 増 進 管 ３ ０ に 挟 ま れ た 陰 茎 は ３ ｍ ｍ ～ ７ ｍ ｍ 内 で 往 復 運 動 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 携 帯 用 電 子 式 陰 茎 動 脈 血 流 増 進 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 子 式 陰 茎 動 脈 血 流 増 進 器 に 関 し 、 よ り 詳 し く は 、 小 型 で 携 帯 が 容 易 で あ り
、 電 子 式 で 陰 茎 筋 肉 の 膨 脹 及 び 収 縮 運 動 を 実 施 す る こ と に よ り 、 海 綿 体 の 血 流 運 動 を 活 発
に さ せ 、 狭 く な っ た 血 管 を 正 常 に 回 復 さ せ る か 、 つ ま っ た 血 管 を 通 す こ と が で き る 携 帯 用
電 子 式 陰 茎 動 脈 血 流 増 進 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 的 に 、 陰 茎 は 、 男 性 の 交 接 器 官 で あ っ て 、 陰 茎 根 、 陰 茎 体 及 び 亀 頭 な ど ３ つ の 部 分
に 分 け ら れ る 。
　 陰 茎 は 、 勃 起 組 織 で あ っ て 、 ２ つ の 陰 茎 海 綿 体 と １ つ の 尿 道 海 綿 体 そ し て 尿 道 海 綿 体 の
前 部 が 拡 張 し た 部 位 で あ る 亀 頭 で 構 成 さ れ て い る 。
　 こ れ ら の 海 綿 体 の 内 壁 に は 結 合 組 織 と 平 滑 筋 か ら な る 多 く の 支 柱 が 網 模 様 で 交 差 し て お
り 、 そ の 間 に 数 多 く の 小 さ な 空 間 で あ る 陰 茎 海 綿 体 洞 及 び 尿 道 海 綿 体 洞 が 形 成 さ れ て い る
た め そ の 構 造 は あ た か も ス ポ ン ジ と 類 似 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 海 綿 体 洞 は 一 種 の 終 動 脈 で あ る が 、 互 い に 連 結 さ れ て お り 、 動 脈 血 が こ こ に 入 っ て い て
静 脈 血 が 出 て い る た め 常 に 血 液 で 満 ち て い る 。
　 こ の よ う な 海 綿 体 洞 の 血 管 が 何 ら か の 原 因 に よ っ て つ ま っ た り 狭 く な っ た り し た 場 合 、
正 常 な 血 液 の 流 出 口 に 障 害 が 生 じ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 っ て 、 最 近 に は 上 記 の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る た め に 手 動 で 作 動 す る 器 具 を 用 い て 問
題 点 を 解 決 し よ う と し て い る が 、 使 用 者 に よ っ て は 手 動 で 作 動 す る た め 特 に 効 果 が 見 ら れ
な い と の 問 題 点 が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み て 創 出 さ れ た も の で あ り 、 そ の 目
的 は 、 電 子 式 で 陰 茎 を 膨 脹 及 び 収 縮 運 動 さ せ 、 海 綿 体 の 血 流 の 活 動 を 活 発 に 成 す よ う に す
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る こ と に よ り 、 陰 茎 筋 肉 内 の 狭 い 血 管 を 正 常 回 復 さ せ る か 、 つ ま っ た 血 管 を 通 す こ と が で
き る 携 帯 用 電 子 式 陰 茎 動 脈 血 流 増 進 器 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 っ て 、 上 記 の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め の 携 帯 用 電 子 式 陰 茎 動 脈 血 流 増 進 器 は 、 本 体
部 と 、 本 体 部 の 内 部 に 形 成 さ れ 、 吸 気 弁 口 及 び 排 気 弁 口 を 通 じ て 空 気 を 移 動 さ せ る よ う に
ポ ン ピ ン グ 作 動 す る ピ ス ト ン ポ ン ピ ン グ 部 と 、 ピ ス ト ン ポ ン ピ ン グ 部 の 吸 気 弁 口 に 連 結 さ
れ 、 空 気 を 吸 気 さ せ て 流 路 を 変 更 さ せ る 第 １ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 と 、 ピ ス ト ン ポ ン ピ ン グ
部 の 排 気 弁 口 に 連 結 さ れ 、 吸 気 さ れ た 空 気 の 流 路 を 変 更 さ せ る 第 ２ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 と
、 第 １ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 及 び 第 ２ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 に よ っ て 作 動 し て 陰 茎 を 膨 脹 及 び
収 縮 さ せ る 、 陰 茎 嵌 入 ホ ー ル 及 び 陰 茎 シ ー ル 部 を 有 す る 円 形 増 進 管 と 、 第 １ 電 子 式 ３ 方 向
切 替 弁 、 第 ２ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 及 び ピ ス ト ン ポ ン ピ ン グ 部 を 制 御 す る 中 央 制 御 部 と で 構
成 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 陰 茎 海 綿 体 洞 が つ ま っ た り 狭 く な っ た り し た 場 合 、 正 常 な
血 液 の 流 出 口 に 障 害 が 生 じ て 陰 茎 の 勃 起 不 全 や 早 漏 の 原 因 に な る の で 、 本 発 明 は 、 陰 茎 を
密 閉 さ れ た 円 形 増 進 管 に 挿 入 さ せ た 後 、 膨 脹 及 び 収 縮 運 動 を ３ 分 間 高 速 で ５ ｍ ｍ 前 後 で 長
さ 方 向 に 往 復 運 動 さ せ る こ と に よ り 、 つ ま っ た り 狭 く な っ た り し た 海 綿 体 洞 の 血 管 を 通 し
て 正 常 な 血 の 巡 り に な る よ う に す る の で 、 勃 起 不 全 や 早 漏 な ど の 原 因 を 予 防 す る だ け で な
く 、 膨 脹 及 び 収 縮 運 動 に よ り 、 陰 茎 筋 肉 を 拡 張 さ せ て 強 く す る 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 の 携 帯 用 電 子 式 陰 茎 動 脈 血 流 増 進 器 に つ い て 具 体 的 に 説
明 す る 。
　 本 発 明 の 電 子 式 動 脈 血 流 増 進 器 は 、 本 体 部 ２ の 内 部 に モ ー タ ー ４ を 有 す る ピ ス ト ン ポ ン
ピ ン グ 部 ６ が 形 成 さ れ る 。
　 モ ー タ ー ４ の 回 転 に よ っ て 直 線 往 復 運 動 す る ピ ス ト ン ポ ン ピ ン グ 部 ６ の ポ ン ピ ン グ 作 動
に よ っ て ポ ン ピ ン グ さ れ て 空 気 を 移 動 さ せ る ピ ス ト ン ポ ン ピ ン グ 部 ６ に は 吸 気 弁 口 １ ２ を
通 じ て 吸 い こ ん で 、 吸 入 さ れ た 空 気 を 排 気 弁 口 １ ４ を 通 じ て 排 出 さ せ る よ う に 形 成 さ れ る
。
　 ピ ス ト ン ポ ン ピ ン グ 部 ６ の 作 動 に よ っ て 吸 入 さ れ る 空 気 と 排 出 さ れ る 空 気 の 流 路 を 変 更
さ せ る た め に 第 １ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 １ ０ 及 び 第 ２ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 ２ ０ が 形 成 さ れ る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 第 １ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 １ ０ 及 び 第 ２ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 ２ ０ 、 ピ ス ト ン ポ ン ピ ン
グ 部 ６ は 空 気 の 流 れ を 変 え る 作 用 を す る こ と と な り 、 こ の よ う な 動 作 は 円 形 増 進 管 ３ ０ に
挿 入 さ れ た 陰 茎 を 膨 脹 及 び 収 縮 さ せ る よ う に な る 。
　 上 記 第 １ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 １ ０ 、 第 ２ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 ２ ０ 及 び 円 形 増 進 管 ３ ０ は
Ｔ 型 連 結 管 ２ ５ に よ っ て 連 結 さ れ て お り 、 第 １ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 １ ０ 、 第 ２ 電 子 式 ３ 方
向 切 替 弁 ２ ０ 及 び ピ ス ト ン ポ ン ピ ン グ 部 ６ は そ れ ぞ れ 連 結 管 ２ １ 、 ２ ３ に よ っ て 連 結 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 円 形 増 進 管 ３ ０ は 、 陰 茎 が 挟 ま れ た 状 態 で 内 部 空 気 が 流 出 し な い よ う に 陰 茎 嵌 入 ホ ー ル
４ ２ を 有 す る 陰 茎 シ ー ル 部 ４ ０ が 形 成 さ れ る 。
　 ま た 、 円 形 増 進 管 ３ ０ の 一 端 部 側 に は 器 具 の 異 常 時 、 内 部 の 真 空 圧 を 解 除 で き る 安 全 弁
３ ８ が 形 成 さ れ る 。
　 陰 茎 シ ー ル 部 ４ ０ は 、 陰 茎 が 挟 ま れ て 膨 脹 す る 場 合 、 同 時 に 膨 脹 さ れ な け れ ば な ら な い
た め 伸 縮 性 の あ る シ リ コ ー ン な ど の 柔 ら か い 材 質 か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 円 形 増 進 管 ３ ０ の 内 部 空 気 を 膨 脹 及 び 収 縮 さ せ る た め に 作 動 す る 第 １ 電 子 式 ３ 方 向 切 替
弁 １ ０ 、 第 ２ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 ２ ０ 及 び ピ ス ト ン ポ ン ピ ン グ 部 ６ を 制 御 す る よ う に 中 央
制 御 部 １ ０ ０ が 形 成 さ れ る 。
　 ま た 、 中 央 制 御 部 １ ０ ０ 及 び 各 装 置 に 電 源 を 印 加 す る 電 源 部 １ ０ ６ と 、 ピ ス ト ン ポ ン ピ
ン グ 部 ６ な ど を 作 動 さ せ る ス イ ッ チ 部 １ ０ ２ と 、 中 央 制 御 部 １ ０ ０ に よ っ て 全 体 的 な 作 動
状 態 を 知 ら せ る Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ ４ 及 び 表 示 部 １ ０ ８ と が 形 成 さ れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 に よ る 携 帯 用 電 子 式 陰 茎 動 脈 血 流 増 進 器 の 機 能 及 び
作 動 状 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 携 帯 用 電 子 式 陰 茎 動 脈 血 流 増 進 器 の ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 図 ２ は 、 本 発
明 の 携 帯 用 電 子 式 陰 茎 動 脈 血 流 増 進 器 を 示 す 図 で あ る 。
　 本 発 明 の 陰 茎 動 脈 血 流 増 進 器 は 、 使 用 者 が 電 源 部 １ ０ ６ の 電 源 を 印 加 さ せ た 後 、 ス イ ッ
チ 部 １ ０ ２ の 必 要 な ス イ ッ チ (オ ン ス イ ッ チ 、 中 間 ス イ ッ チ 、 オ フ ス イ ッ チ )を 押 し て 作 動
さ せ る 。
　 そ う す る と 、 ピ ス ト ン ポ ン ピ ン グ 部 ６ が 作 動 し 、 こ れ に よ っ て 円 形 増 進 管 ３ ０ も 作 動 し
、 陰 茎 嵌 入 ホ ー ル ４ ２ に 挿 入 さ れ て い る 陰 茎 は 少 し ず つ 吸 入 さ れ て 円 形 増 進 管 ３ ０ に 表 示
さ れ て い る 長 さ 測 定 部 ３ ６ ま で 吸 入 さ れ る 。
　 こ の と き 、 陰 茎 が 円 形 増 進 管 ３ ０ の 上 部 側 面 に 接 触 さ れ る ま で オ ン ス イ ッ チ を 作 動 さ せ
る 。
　 そ し て 、 上 記 陰 茎 シ ー ル 部 ４ ０ は シ リ コ ー ン 材 質 で 形 成 さ れ て い る の で 、 陰 茎 の 大 き さ
に よ っ て 膨 脹 及 び 収 縮 さ れ 、 そ の 間 に 外 部 の 空 気 は 流 入 さ れ ず に シ ー ル さ れ る 特 徴 が あ る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 陰 茎 海 綿 体 が つ ま る か 狭 く な っ た 血 管 を 通 す こ と が で き る よ う に 、 陰 茎 が 挿 入 さ
れ た 円 形 増 進 管 ３ ０ 内 部 の 空 気 を 吸 入 及 び 膨 脹 運 動 を 一 定 に 繰 り 返 し 運 動 さ せ る よ う に 中
央 制 御 部 １ ０ ０ に よ っ て 制 御 さ れ る 。
　 中 央 制 御 部 １ ０ ０ は 、 円 形 増 進 管 ３ ０ に 挿 入 さ れ た 陰 茎 の 膨 脹 及 び 収 縮 運 動 を 繰 り 返 し
行 わ せ る た め 、 運 動 回 数 な ど が 記 憶 さ れ て い る メ モ リ ー 装 置 や 、 マ イ コ ン な ど に よ っ て 制
御 す る こ と が で き る の は も ち ろ ん で あ る 。
　 ま た 、 本 発 明 に は 、 陰 茎 の 膨 脹 だ け を 行 う ス イ ッ チ 部 １ ０ ２ の オ ン ス イ ッ チ 、 陰 茎 の 膨
脹 及 び 収 縮 運 動 を 同 時 に 自 動 に 行 う ス イ ッ チ 部 １ ０ ２ の 中 間 ス イ ッ チ 、 陰 茎 を 収 縮 さ せ 円
形 増 進 管 ３ ０ か ら 抜 き 取 る よ う に す る ス イ ッ チ 部 １ ０ ２ の オ フ ス イ ッ チ に よ っ て 作 動 さ せ
る こ と が で き 、 各 ス イ ッ チ 部 の 作 動 に よ っ て 作 動 状 態 を 知 ら せ る Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ ４ が 設 け ら
れ て お り 、 使 用 者 は 現 在 ど の よ う な ス テ ッ プ の 作 動 が 始 ま っ て い る の か 分 か る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 円 形 増 進 管 ３ ０ に 挿 入 さ れ た 陰 茎 を ０ ～ １ ８ ０ 秒 間 自 動 に 膨 脹 及 び 収 縮 す る 運
動 時 間 を 示 す 表 示 部 １ ０ ８ な ど で 構 成 さ れ る 。
　 ピ ス ト ン ポ ン ピ ン グ 部 ６ の 作 動 は 、 図 １ に 示 さ れ た ス イ ッ チ 部 １ ０ ２ の オ ン ス イ ッ チ を
押 し て い れ ば 、 図 ２ に 示 さ れ た モ ー タ ー ４ が 作 動 し な が ら ピ ス ト ン ８ が 上 下 往 復 運 動 を 開
始 す る 。
　 上 記 の よ う に ピ ス ト ン ８ が 往 復 運 動 を 始 め る と 、 ピ ス ト ン ポ ン ピ ン グ 部 ６ の 吸 気 弁 口 １
２ 及 び 排 気 弁 口 １ ４ が 吸 気 及 び 排 気 動 作 を 行 い な が ら 、 円 形 増 進 管 ３ ０ の 内 部 空 気 を 移 動
さ せ る の で 、 陰 茎 嵌 入 ホ ー ル ４ ２ に 挟 ま れ た 陰 茎 を 吸 引 し な が ら 円 形 増 進 管 ３ ０ 内 は 真 空
状 態 に 変 わ る 。
　 こ こ で 、 ピ ス ト ン ８ の 往 復 運 動 時 に 吸 気 弁 口 １ ２ を 通 じ て 空 気 を 吸 い こ む と き 、 空 気 の
移 動 方 向 は 円 形 増 進 管 ３ ０ の 一 端 部 側 に 形 成 さ れ た 空 気 通 路 ３ ４ に 抜 け な が ら 吸 入 さ れ る
。 す な わ ち 、 図 ２ に 示 さ れ た よ う に 円 形 増 進 管 ３ ０ の 一 端 部 側 に 形 成 さ れ た 空 気 通 路 ３ ４
に 沿 っ て 表 示 さ れ た 矢 印 方 向 ａ 、 ｂ 、 ｃ 、 ｄ 、 ｅ の 空 気 通 路 に 流 れ る よ う に な る 。
　 こ の と き 、 第 １ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 １ ０ の 弁 口 １ ８ ａ 、 １ ８ ｃ は 開 い て い る 状 態 で 、 弁
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口 １ ８ ｂ は 閉 ま っ て い る 状 態 で あ る 。
　 ま た 、 第 ２ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 ２ ０ の 弁 口 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｃ は 開 い て い る 状 態 で 、 弁 口 ２
２ ｂ は 閉 ま っ て い る 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 従 っ て 、 ピ ス ト ン ポ ン ピ ン グ 部 ６ に よ っ て 円 形 増 進 管 ３ ０ の 内 部 空 気 を 吸 い こ む よ う に
な る と 、 円 形 増 進 管 ３ ０ の 上 部 円 形 圧 迫 部 ３ ２ 及 び 下 部 円 形 圧 迫 部 ３ １ に 挿 入 さ れ て い る
陰 茎 の 位 置 は 、 上 部 円 形 圧 迫 部 ３ ２ の 表 示 さ れ た 長 さ 測 定 部 ３ ６ の 位 置 ま で 膨 脹 さ れ る よ
う に な る 。
　 ま た 、 円 形 増 進 管 ３ ０ の 陰 茎 嵌 入 ホ ー ル ４ ２ に 挟 ま れ て い る 陰 茎 の 位 置 が 上 部 円 形 圧 迫
部 ３ ２ の 長 さ 測 定 部 ３ ６ 位 置 ま で 膨 脹 さ れ れ ば 、 使 用 者 が 図 １ の ス イ ッ チ 部 １ ０ ２ の オ ン
ス イ ッ チ を 押 す こ と に よ り モ ー タ ー ４ の 作 動 は 止 ま る 。
　 モ ー タ ー ４ の 作 動 が 止 ま る と 、 円 形 増 進 管 ３ ０ の 内 側 は 高 い 真 空 状 態 を 成 す よ う に な る
の で 、 陰 茎 は 膨 脹 さ れ た 状 態 を 維 持 す る よ う に な る 。
　 陰 茎 が 膨 脹 さ れ た 状 態 の ス テ ッ プ の 終 了 後 は 、 図 １ の ス イ ッ チ 部 １ ０ ２ の 中 間 ス イ ッ チ
を 押 し て 作 動 さ せ れ ば 、 こ の と き に は 前 述 し た よ う に 陰 茎 を 膨 脹 さ せ る こ と だ け で な く 、
自 動 に 膨 脹 及 び 収 縮 運 動 を 行 う よ う に な る 。
　 こ の と き 、 自 動 に 円 形 増 進 管 ３ ０ の 内 部 を 膨 脹 及 び 収 縮 さ せ る 動 作 は 次 の と お り で あ る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ス イ ッ チ 部 １ ０ ２ の 中 間 ス イ ッ チ を 作 動 さ せ る と 、 中 央 制 御 部 １ ０ ０ の 命 令 に よ っ て ピ
ス ト ン ポ ン ピ ン グ 部 ６ 、 第 １ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 １ ０ 及 び 第 ２ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 ２ ０ が
作 動 す る 。
　 中 央 制 御 部 １ ０ ０ の 制 御 命 令 に よ っ て ピ ス ト ン ポ ン ピ ン グ 部 ６ 、 第 １ 電 子 式 ３ 方 向 切 替
弁 １ ０ 及 び 第 ２ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 ２ ０ が 制 御 さ れ る こ と に よ り 、 円 形 増 進 管 ３ ０ の 内 部
は 膨 脹 及 び 収 縮 す る 運 動 時 間 １ ～ １ ８ ０ 秒 ま で 作 動 す る 。
　 こ の と き 、 陰 茎 の 膨 脹 及 び 収 縮 運 動 は １ ８ ０ 秒 間 に １ ０ ０ ～ １ ４ ０ 回 行 わ れ る よ う に な
る 。
　 上 記 の 回 数 及 び 時 間 は 図 １ に 示 さ れ た 表 示 部 １ ０ ８ に 示 さ れ る 。
　 円 形 増 進 管 ３ ０ の 上 部 円 形 圧 迫 部 ３ ２ に 形 成 さ れ た 長 さ 測 定 部 ３ ６ 上 に ３ ｍ ｍ ～ ７ ｍ ｍ
内 で 陰 茎 の 端 部 分 を 往 復 運 動 さ せ る 方 が 良 い 。
　 よ り 好 ま し く は 、 陰 茎 の 往 復 運 動 の 時 、 円 形 増 進 管 ３ ０ 内 で ５ ｍ ｍ 前 後 で 膨 脹 及 び 収 縮
運 動 が な さ れ る よ う に す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 血 流 増 進 器 に よ っ て 往 復 運 動 を す る 場 合 、 陰 茎 が 円 形 増 進 管 ３ ０ 内 で 収 縮 す る
時 は 、 図 １ の 中 央 制 御 部 １ ０ ０ で 第 １ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 １ ０ 及 び 第 ２ 電 子 式 ３ 方 向 切 替
弁 ２ ０ を 作 動 制 御 す る 。
　 こ の と き 、 各 弁 の 動 作 は 、 第 １ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 １ ０ 及 び 第 ２ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 ２
０ の 弁 口 １ ８ ａ 、 ２ ２ ｃ が 閉 ま っ て 、 弁 口 １ ８ ｂ 、 ２ ２ ｂ は 開 い て 、 空 気 は ｇ 、 ｂ 、 ｃ 、
ｄ 、 ｆ 、 ａ の 空 気 通 路 に 誘 導 さ れ 、 円 形 増 進 管 ３ ０ に 瞬 間 的 に 空 気 が 流 入 す る の で 引 っ 張
ら れ て い る 陰 茎 は さ ら に 押 さ れ て 収 縮 作 用 が 起 き る 。
　 逆 に 、 円 形 増 進 管 ３ ０ に 挟 ま れ て い る 陰 茎 を 引 っ 張 っ て 膨 脹 さ せ る 時 は 、 第 １ 電 子 式 ３
方 向 切 替 弁 １ ０ 及 び 第 ２ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 ２ ０ の 弁 口 １ ８ ｂ 、 ２ ２ ｂ は 閉 ま っ て 、 弁 口
１ ８ ａ 、 １ ８ ｃ 、 ２ ２ ａ 及 び 弁 口 ２ ２ ｃ は 開 い て 、 空 気 は ａ 、 ｂ 、 ｃ 、 ｄ 、 ｅ の 空 気 通 路
に 誘 導 さ れ 、 円 形 増 進 管 ３ ０ 内 の 空 気 を 吸 い こ む の で さ ら に 陰 茎 を 引 っ 張 っ て 膨 脹 さ せ る
よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 従 っ て 、 図 １ の 表 示 部 １ ０ ８ で １ ８ ０ 秒 ま で カ ウ ン ト さ れ る 間 、 上 記 の 膨 脹 及 び 収 縮 運
動 が １ ０ ０ ～ １ ４ ０ 回 繰 り 返 さ れ る こ と を 確 認 す る こ と が で き る 。
　 円 形 増 進 管 ３ ０ に お け る 陰 茎 の 往 復 繰 り 返 し 運 動 が 終 了 し た １ ８ ０ 秒 後 に は 、 ７ 秒 間 第
１ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 １ ０ 及 び 第 ２ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 ２ ０ の 弁 口 １ ８ ａ 、 ２ ２ ｃ を 閉 め
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て 、 弁 口 １ ８ ｃ 、 １ ８ ｂ 、 ２ ２ ａ 及 び 弁 口 ２ ２ ｂ を 開 い て 空 気 を ｇ 、 ｂ 、 ｃ 、 ｄ 、 ｆ 、 ａ
の 空 気 通 路 を 経 て 円 形 増 進 管 ３ ０ の 空 気 通 路 ３ ４ に 流 入 さ せ 、 円 形 増 進 管 ３ ０ 内 の 空 気 圧
力 が 上 昇 す る よ う に す る こ と に よ り 、 円 形 増 進 管 ３ ０ の 陰 茎 嵌 入 ホ ー ル ４ ２ に 挿 入 さ れ た
陰 茎 を 離 脱 さ せ る よ う に な る 。
　 こ の と き 、 ス イ ッ チ 部 １ ０ ２ 上 に 形 成 さ れ た オ フ ス イ ッ チ (不 図 示 )を オ フ さ せ れ ば 良 い
。
　 図 １ の ス イ ッ チ 部 １ ０ ２ の オ フ ス イ ッ チ を 押 し て い れ ば 、 上 述 し た よ う に ス イ ッ チ 部 １
０ ２ の オ ン ス イ ッ チ 状 態 と は 反 対 の 動 作 が な さ れ る 。
　 ま た 、 図 １ の ス イ ッ チ 部 １ ０ ２ の 作 動 時 に 、 中 央 制 御 部 １ ０ が 誤 動 作 を 起 こ す か 、 第 １
電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 １ ０ 及 び 第 ２ 電 子 式 ３ 方 向 切 替 弁 ２ ０ の 故 障 で 膨 脹 運 動 だ け 行 わ れ る
場 合 は 、 手 動 式 安 全 弁 ３ ８ を 開 け ば 、 真 空 状 態 を 解 除 す る こ と が で き る 特 徴 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 携 帯 用 電 子 式 陰 茎 動 脈 血 流 増 進 器 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 携 帯 用 電 子 式 陰 茎 動 脈 血 流 増 進 器 を 示 す 図 で あ る 。
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